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Abstract 
In 2000, the Elisabeth University of Music launched a developmental system to foster the comprehensive ability 
necessary for the practice of music. In 2002, ‘‘The Musician’s Ear Comprehensive Training in Musicianship’’ was 
published to train subjects in the system. Since 2000, the Elisabeth University of Music has taught this system as 
a compulsory subject, aiming to foster comprehensive musical ability by integrating learning of solfège and music 
theory. However, although teaching is based on this system, no specific instruction manual is available. Thus, the 
method of education is left to the teachers discretion. In this study, I observed two classes, recorded video and 
interviewed two teachers to investigate and analyze the teaching methods used in each class. A comparison of the 
two teaching methods revealed several similarities, and some points of difference. Similarities included the 
method for selecting teaching material, and an emphasis on aural training. Differences included the method of 
operation of the system. Thus, even when the same educational system was employed, various approaches were 
used for the method of education. In addition, the investigation identified several difficulties among students, 




に必要な総合的な能力を育成するためのシステムの開発に着手した。2 年後の 2002 年には，開発したシ










音楽文化教育学研究紀要 XXX 2018.3.22 





















・ 拍子をたたく                   ・ リズムをたたく 
・ 真似して歌う                   ・ リズムパターンをたたきながら真似して歌う 
・ 曲の表情を感じる・音楽の表情と形式の理解・音楽の構造と様式の理解 
・ 覚えて演奏する                  ・ 違いを見つける 
・ 2 声・3 声の記憶唱と記憶演奏  
【楽譜を見るもの】 
・ 視唱                       ・ 2 声・3 声の下のパートを歌う 
・ 移調                       ・ 楽譜との相違点の認識  
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３．「<音楽家の耳>トレーニング」システムを導入した授業の観察 
2016 年 11 月 29 日にエリザベト音楽大学で行われた 2 人の授業担当者による 1 年生の C クラスと B ク







対象：1 年生 C クラス 15 名，授業観察日：2016 年 11 月 29 日（火）8:50〜10:45（115 分） 
授業担当者：H 先生（専門：作曲），インタヴュー：2016 年 12 月 3 日（土）15:50〜17:30 
 
2）授業担当者の目指している内容とクラスの状況 



















対象：1 年生 B クラス 18 名，授業観察日：2016 年 11 月 29 日（火）8:50〜10:45（115 分） 

























表 1  2人の授業担当者の授業内容の比較 
＊はポイントと思われる授業担当者の発言内容等 
時間 1 年生 C クラス  1 年生 B クラス 



























































・1 人ずつ様々な調でカデンツのバスを歌う  
























1. 4 相対的に音程を捉えて歌う 
・3 人 1 組で長三和音を歌う（順番に全員） 
1 人目の学生が根音を決めて歌い，2 人目は第 5
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歌う 
 ＊ 拍子を感じてリズムパターンをたたく 











 ＊ 音の高さでなく，音程を相対的にとって歌う 
＊ 音名を知らなくても歌えた 
・カデンツを 4 声に分かれて歌う 
＊ 頭の中で主和音を鳴らしてから歌う 
・同主調にして歌う，半音下げて歌う 
















・楽譜を見て歌う（2 小節カウント）  























W. A. モーツァルト：歓喜に寄す K53 
・楽譜を眺め，気づいたことを答える 
＊ いろいろな情報を自分の力で読み取る 



































R. Schumann：少年のためのアルバム Op. 68，第 1 部 


























＊ 聴きながら書かない  
＊ 音，リズムのみを捉えるのではなく，音楽
全体を聴く 






























































止や機能を感じて歌うことが促された。1. 4 番は，相対的に音程を捉えて歌う活動であった。3 人 1 組で長


































































 なお，授業観察は 1 回のみであったため，両クラスを比較した際，それぞれのクラスで行われていない
活動も見られたが，クラスの状況に応じて授業計画が行われているため，毎回今回同様の内容とは限らな







が難しい。促せば試みる場合もあるが，自分で気づいて応用することは難しい等，主に 3 点があげられる。 
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